
　11月６日（土）・７日（日）の二日間、粕屋町文化祭が「サ
ンレイクかすや」で開催されました。
　１日目「さくらホール」では、粕屋町文化協会による「芸
文のつどい」があり、舞踊・声楽・器楽部門の47チーム
が出演され、日ごろの練習の成果を披露しました。
　２日目午前の部は、各
種団体によるステージ発
表があり、午後の部では、
西川ヘレン氏の講演が行
われ、自分の家族のこと
をとおして、「みんなが相
手を思いやる心、助け合
う心が大切である」と、
毎日の日常生活をおもし
ろおかしく話されました。
　最後に、青年団による
劇が行われた。今年は「Little DJ」という作品で、ある
病院を舞台に、白血病に罹った少年を中心とした家族、
病院内の人々との絆や、絶望の中でも夢を持って強く生
きようとする少年の姿が描かれていました。
　「展示ホール・多目的ホール」では、両日とも、書・陶芸・
水彩画・俳画などが展示され、来館者たちは興味ある展
示物に目を留めていました。またサンレイクの駐車場・
広場でも、青年団・婦人会・各種団体によるバザーが行
われ、青年団の餅つきには、長い行列ができるほどの大
盛況でした。

第38回第38回

かか

http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/
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10
月
17
日（
日
）、
粕
屋
東
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
34
回
粕
屋
町

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
秋
晴

れ
の
も
と
、
各
分
館
か
ら
18
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
小
学
生

た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
響
き
渡
り
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

　
　

▽
第
１
パ
ー
ト 

　
　
　

優　

勝　

柚
須
分
館 

　
　
　

準
優
勝　

乙
仲
原
西
分
館 

　
　

▽
第
２
パ
ー
ト 

　
　
　

優　

勝　

江
辻
分
館 

　
　
　

準
優
勝　

乙
仲
原
東
分
館 

 

　このコーナーでは、あなたの 
まわりの身近な出来事や話題を 
待っています。 
　電話で結構です。粕屋町協働 
のまちづくり課まで。 

　

10
月
17
日（
日
）、
志
免
町
岩
崎
神
社
奉
納
少
年
剣
道
大
会

が
開
催
さ
れ
、
大
川
少
年
剣
友
会
が
小
学
校
女
子
の
部
で
優

勝
、
小
学
校
男
子
の
部
は
第
３
位
、
ま
た
中
学
校
女
子
の
部

で
は
粕
屋
東
中
学
校
が
準
優
勝
と
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま

し
た
。 

　

試
合
は
、
神
社
境
内
の
土
の
上
で
行
わ
れ
、
道
場
と
は
勝

手
が
違
い
前
半
は

思
う
よ
う
に
動
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

勝
ち
進
む
う
ち
に

動
き
が
良
く
な
り

見
事
に
栄
冠
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
秋
空

の
下
で
試
合
を
終

え
た
後
の
笑
顔
が

ま
ぶ
し
く
見
え
ま

し
た
。 

 

大
川
少
年
剣
友
会
が

小
学
校
女
子
の
部
で

大
川
少
年
剣
友
会
が

小
学
校
女
子
の
部
で

第34回粕屋町 小学生ソフトボール大会 

小学校女子の部　優勝 

中学校女子の部　準優勝 小学校男子の部　第３位 

第20回屋内消火栓・消火器操法大会で 
粕屋町役場チームが 
消火器の部で 準優勝 

　10月22日（金）、粕屋南部消防組合中部消防署グラウ
ンドで、屋内消火栓・消火器操法大会が開催されました。 
　当日は、秋空のもと、粕屋南部消防組合管轄内の官庁
及び事業所から、消火器の部19チーム・屋内消火栓の
部18チームが参加し、消火の技術を競い合いました。 
 

優勝優勝
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「人権の花」運動で仲原小学校に感謝状 
　10月15日（金）、福岡人権擁護委員協議会
長から仲原小学校に感謝状が贈られ、贈呈式
が行われました。 
　これは、３年生１１８名が本年の４月28日
（水）、校舎に福岡県が指定する「人権の花」ひ
まわりの種を一人一人がまき、毎日水やりや草
取りを続けて育てたことに対するもので、感謝
状のほか粕屋町の人権擁護委員から記念品が
贈られました。 
　また、児童たちからは、自分たちが育てた「ひ
まわり」の種を人権擁護委員に渡していました。 
　この「ひまわり」の栽培をとおして、子ども
一人一人が「命のたいせつさ、友達を思いやる
心」などたくさんのことを学んだことでしょう。 
　この日は、「いじめ」を題材にした「プレゼン
ト」というビデオ放映があり、「他人を思いや
る心」の大切さを改めて感じ取っていたようで
した。 

　10月9日（土）・10日（日）の2日間、第10回YOSAKOI
かすや祭りは、町内32チーム、町外(遠くは北海道からも参
加)37チーム、総勢2,800名の踊り子を迎え、かすやドーム、
駕与丁公園など3会場で開催されました。

本祭審査結果 

かすやde踊りまShow審査結果 

おおかわキッズワールド 
桜　舞　連 
我　白　天　晴 
ＶＯＧＵＥ603 
響’　連 

ＤｏｃｏＳｏｙ竹松ゆかた組 
西幼ハニー・エンジェル 
大和撫子ひなあられ隊 

蕾　曄　心 
INTEGRAL 

　初日に開催された「かすやde踊りまShow」の企画で
は、今までかすや祭りで作製したオリジナル曲の演舞を
披露していただきました。 

　踊り子、ボランティアスタッフ、ご協賛各社、
ご後援いただいた各種団体の皆さま、ご来場
いただいた皆さま、たくさんの方の支えがあ
って、ようやく第１０回目のかすや祭りを迎え
ることができました。皆さまのご理解、ご協
力に、深く感謝いたします。これからも、「人
づくり、地域づくり、健康づくり」を目的に、
YOSAKOIかすや祭りを作り上げていきたい
と思います。本当にありがとうございました。 

YOSAKOIかすや祭り実行委員会 

志免清龍隊with不彌 
響・中越合同連結 

粕屋東中中学連　輝龍天翔 
チーム「いちご一会」 

舞うた！内橋TSUBOMI組 
新　煽　組 

YOSAKOIかすや祭りYOSAKOIかすや祭り第10
回  

Ａブ ロ ッ ク 大 賞 
Bブ ロ ッ ク 大 賞 
Cブ ロ ッ ク 大 賞 
Aブ ロ ッ ク 優 秀 賞 
Bブ ロ ッ ク 優 秀 賞 
Cブ ロ ッ ク 優 秀 賞 
実 行 委 員 会 奨 励 賞 
実 行 委 員 会 奨 励 賞 
交 流 広 場 会 場 賞 
イオンモール福岡ルクル会場賞 

か す やｄｅ感 動 大 賞 
やっぱりすごか～ｄｅ賞 
目 が キ ラ キ ラｄｅ賞 
元 気 も ら っ たｄｅ賞 
雰囲気最高ノリノリｄｅ賞 
笑顔がいっぱいｄｅ賞 
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こ
た

　

11
月
３
日（
水
・
祝
）、
粕
屋
東
中

学
校
体
育
館
で
創
立
30
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

昨
年
よ
り
、
創
立
30
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
因
初

治
実
行
委
員
長
を
中
心
に
、
準
備
に

粕
屋
東
中
学
校 

創
立
30
周
年
記
念
式
典 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
校
生
徒
で
祝
う 

取
り
組
み
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
全
校
生
徒
４
９
９
人
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
多
数
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の

も
と
、
昭
和
56
年
４
月
に
開
校
し
て

30
周
年
と
い
う
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。 

　

式
典
は
、
和
太
鼓
演
奏
で
始
ま
り
、

学
年
ご
と
の
合
唱
、Ｙ
Ｏ
Ｓ 

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
演
舞
が
あ
り
、
ま

た
、「
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
」

で
お
な
じ
み
の
漫
画
家　

う

え
や
ま　

と
ち
氏
の「
夢
を

抱
い
て…
」
を
演
題
に
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。 

　

こ
の
講
演
の
中
の
質
問
コ

ー
ナ
ー
で
、
生
徒
た
ち
か
ら

「
他
の
マ
ン
ガ
家
に
ラ
イ
バ

ル
心
が
あ
り
ま
す
か
」「
原
稿

の
締
切
り
に
間
に
合
わ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
」な

ど
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
う

え
や
ま
氏
は
生
徒
の
質
問
に

に
こ
や
か
に
答
え
て
い
ま
し

た
。 

　10月２日（土）からの４日間、福岡市東区
雁ノ巣少年野球場などで「第26回福岡県南支
部秋季大会兼九州大会予選」が開催され、粕
屋フェニックスボーイズが中学部で３年ぶり
の優勝を達成することができました。 
　また、10月30日（土）・31日（日）の２日間、
大分県内で開催された九州大会へ出場しまし
たが、惜しくも決勝戦で飯塚市のチームに敗
れ準優勝の栄冠に輝きました。 
　今回の準優勝で、新チームになり３大会連
続でメダルを獲得しています。 
 

粕屋フェニックスボーイズが粕屋フェニックスボーイズが

　

ま
た
、
う
え
や
ま
氏
は
、
生
徒
た
ち

の
要
望
に
応
え
、
記
念
に
学
校
に
マ
ン

ガ
を
描
き
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

九州大会準優勝 
県 大 会 優 勝  
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粕
屋
町
で
は
、
平
成
23
年
１
月
９
日

（
日
）
に
、
粕
屋
町
立
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
）
で
成
人
式

を
執
り
行
い
ま
す
。 

　

新
成
人
に
該
当
す
る
方
は
、
平
成
２

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。 

　

成
人
式
の
案
内
状
は
住
民
登
録（
平

成
22
年
12
月
１
日
現
在
粕
屋
町
内
に
住

民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
）
を
も
と
に
、

12
月
上
旬
ご
ろ
郵
送
い
た
し
ま
す
が
、

次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
方
も
、
成
人

式
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
事
前
に
社
会
教
育
課
☎（
９
３ 

８
）１
４
１
０
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

○
以
前
、
粕
屋
町
に
居
住
し
て
い
て
、

現
在
は
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
。 

○
学
業
・
就
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在

住
民
票
を
町
外
に
移
さ
れ
て
い
る
方
。 

○
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
案
内
状
が

届
い
て
い
な
い
方
。 

　

た
だ
し
、
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い

方
で
、
12
月
17
日（
金
）
ま
で
に
ご
連

絡
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
成
人
式
当

日
配
布
予
定
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
名

前
の
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

※式典は、1/10（成人の日） 
　ではありません。 

おめでとうおめでとう20歳20歳
は　た　ち 

１ ９ 
(日) 

受 付　１０：３０～ 
式 典　１１：３０～ 

成人式 

〈かすやドーム受付スタッフ募集〉 

内容：体育館及びプールでの受付業務 
　　  9：00～22：00の間で4～6時間程度（シフト制） 
　　  週4日以上勤務できる方 
　　（うち週1～2日は土日及び夜勤務） 
時給：780円～ （研修期間700円） 
※お気軽に下記までお問い合わせください。 

粕屋町在住で、 スポーツ・接客が大好きな方を求めています。 

㈲スポーツコンディショニングプロモーション・JIN 
〒811-2309　粕屋町駕与丁3-2-1 粕屋町総合体育館 
●問い合わせ 　☎939-5130　担当　加藤・堤 

町
臨
時
職
員
の
登
録
者
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

　

時
期
的
に
事
務
量
が
増
え
る
と
き

な
ど
に
、
臨
時
的
に
人
員
を
必
要
と

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

事
態
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、

事
前
に
臨
時
職
員
の
登
録
の
受
付
を

い
た
し
ま
す
。 

　

な
お
、
登
録
の
有
効
期
間
は
平
成

24
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。 

●
職
種　

一
般
事
務
職 

　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
職 

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員 

　

学
童
保
育
指
導
員 

●
任
用　

必
要
に
応
じ
て
登
録
者
リ

ス
ト
の
中
か
ら
面
接
な
ど
を
行
っ

た
う
え
で
の
任
用
と
な
り
ま
す
。

（
登
録
後
す
ぐ
に
任
用
と
は
限
り

ま
せ
ん
。） 

●
勤
務
時
間
　
原
則
：
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で 

●
賃
金　

一
般
事
務
職　

5
，
8
5
0

円
（
参
考
：
平
成
22
年
度
賃
金
） 

※
職
種
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
・
賃
金

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
受
付
期
間　

平
成
23
年
1
月
4
日

（
火
）
か
ら
2
月
28
日
（
月
）
ま
で

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。） 

●
資
格 

▽
平
成
23
年
3
月
31
日
時
点
で
満
55

歳
以
下
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
員
は
満
50
歳
以
下
）
の
方
で
、

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人 
▽
保
育
士
又
は
幼
稚
園
教
諭
職
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
保
育
士
又
は
幼

稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人 

●
提
出
書
類
　
登
録
申
請
書
（
役
場

総
務
課
備
え
付
け
の
指
定
様
式
。

写
真
が
必
要
で
す
。） 

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
粕
屋
町

総
務
課
庶
務
人
事
係
（
粕
屋
町
駕

与
丁
一
丁
目
1
番
1
号
） 

　

☎（
9
3
8
）
2
3
1
1　

内
線

2
2
3 
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「粕屋町財政状況の公表に関する条例」に基づき、粕屋町の平成22年度予算の執行状況を公表します。 
　なお、ここに記した数値は、平成22年９月30日現在の執行状況です。 

（１）平成22年度歳入歳出予算上半期（４月～９月）執行状況（繰越分を含む。） 

（２）町有財産の状況 

◎一般会計 
歳　入 

（単位：千円、％） 

項　　　目 

項　　目 

◎特別会計  （単位：千円、％） 

予算現額 
3,664,974 

14,115 

1,730,807 

360,856 

6,695 

収入済額 
1,269,367 

3,118 

735,429 

145,876 

4,728 

収入割合 
34.6  

22.1  

42.5  

40.4  

70.6  

支出済額 
1,457,380 

67 

652,132 

101,200 

2,722 

執行割合 
39.8  

0.5  

37.7  

28.0  

40.7  

◎企業会計　水道事業 

収 益 的 収 入  
収 益 的 支 出  
資 本 的 収 入  
資 本 的 支 出  

予算現額 
918,705 
896,206 
127,902 
339,064 

398,110 
249,375 

0 
62,940 

43.3  
27.8  
0.0  
18.6  

収入（支出）済額 収入（支出）率 

（単位：千円、％） 

項　　目 

◎企業会計　流域関連公共下水道事業 

収 益 的 収 入  
収 益 的 支 出  
資 本 的 収 入  
資 本 的 支 出  

予算現額 
1,108,714 
1,108,714 
857,204 
1,148,836 

751,736 
296,478 
131,578 
388,947 

67.8  
26.7  
15.3  
33.9  

収入（支出）済額 収入（支出）率 

（３）町債（長期借入金）の状況　　  （単位：千円） 
借入残高 
10,731,387 

18,364 
2,048,033 
11,586,061 （４）一時借入金の状況　　  （単位：千円） 

国 民 健 康 保 険 基 金 か ら 運 用 

借入残高 借　入　先 会　計　別 
300,000 

土 地 

建 物 

基 金 

984,130㎡ 

107,566㎡ 

2,784,438千円 

歳　出   　　　　　　　 （単位：千円、％） （単位：千円、％） 

会 計 別 

予算現額 項　　　目 収入済額 
5,378,666
110,000
20,000
6,000
4,000

330,000
37,000
70,973

1,306,208
11,000
239,091
243,994

1,338,655
844,006
11,054

3
377,489
653,111
117,694

1,110,643
12,209,587

2,854,451
30,671
7,425
2,115

0
224,895
11,364
70,973
839,836
6,255

101,661
119,688
575,945
178,054
6,668
512
0

653,111
46,982

0
5,730,606

53.1 
27.9 
37.1 
35.3 
0.0 
68.2 
30.7 
100.0 
64.3 
56.9 
42.5 
49.1 
43.0 
21.1 
60.3 

17,066.7 
0.0 

100.0 
39.9 
0.0 
46.9 

124,384
1,270,862
3,673,090
1,515,939
104,866
59,428

1,621,905
411,432

1,743,878
15

1,645,968
22,041
15,779

12,209,587

59,849
539,105

1,378,350
603,827
32,948
39,324
627,976
222,433
630,338

0
802,277

0
0

4,936,427

48.1 
42.4 
37.5 
39.8 
31.4 
66.2 
38.7 
54.1 
36.1 
0.0 
48.7 
0.0 
0.0 

40.4 

収入割合 項　　目 執行割合 予算現額 支出済額 

財　政　状　況　の　公　表財　政　状　況　の　公　表

町 税 
地 方 譲 与 税 
利 子 割 交 付 金 
配 当 割 交 付 金 
株式等譲渡所得割交付金 
地 方 消 費 税 交 付 金 
自動車取得税交付金 
地 方 特 例 交 付 金 
地 方 交 付 税 
交通安全対策特別交付金 
分 担 金 及 び 負 担 金 
使 用 料 及 び 手 数 料 
国 庫 支 出 金 
県 支 出 金 
財 産 収 入 
寄 附 金 
繰 入 金 
繰 越 金 
諸 収 入 
町 債 
合 計 

議 会 費 
総 務 費 
民 生 費 
衛 生 費 
農林水産業費 
商 工 費 
土 木 費 
消 防 費 
教 育 費 
災 害 復旧費 
公 債 費 
諸 支 出 金 
予 備 費 
 
 
 
 
 
 
 
合 計 

国 民 健 康 保 険 

老 人 保 健 

介 護 保 険 

後 期 高 齢 者 医 療 

住宅新築資金等貸付事業 

一 般 会 計 
住宅新築資金等貸付事業会計 
水 道 会 計 
流域関連公共下水道事業会計 
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　｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣の施行に伴い、平成21年度決算に基づき算定しま 
した粕屋町の健全化判断比率は下表のとおりです。 

率 
比 
断 
判 
化 
全 
健 

指　　　　　標 粕屋町 

―　  

―　  

17.4％ 

121.1％ 

13.82％ 

18.82％ 

25.0％ 

350.0％ 

20.0％ 

40.0％ 

35.0％ 

※　①実質赤字比率及び②連結実質赤字比率は、赤字額がないため「―」で示す。 

財 政 指 標 

財 政 力 指 数 

経常収支比率 

公債費比率  

平成21年度 

0.827 

89.0 

17.3 

0.826 

92.0 

17.9 

平成20年度 

● 実質公債費比率 

用語の解説 

指 標 か ら み る 粕 屋 町 の 財 政 状 況指 標 か ら み る 粕 屋 町 の 財 政 状 況

　平成21年度は、すべての比率が早期健全化基準を下回りました。しかし、③実質公債費比率は福岡
県内平均12.1％より高く、粕屋町が負担する公債費（借金の元利償還金）の割合が大きいことを示して
います。 
　また④将来負担比率は、地方債の現在高が減少したため大幅に良くなりましたが、県内58市町村の
中で8番目に高い数値となっています。 
　また、その他の財政指標を昨年度と比較すると、 

　財政力指数は、昨年度より0.001と若干ではありますが良くなっています。財政の柔軟性を示す指
標である経常収支比率が、昨年度より３ポイント良くなっていますが、町村では75％を超えると経常
経費の抑制に留意をする必要があると言われ、町財政の硬直化が進み道路や生活基盤整備などの投資
的事業にまわす余力がなくなってきていることに変わりはありません。 

　一般会計や公営企業会計の公債費に一部事務組合（須恵町外二ケ町清掃施設組合、粕屋
南部消防組合、北筑昇華苑組合、福岡地区水道企業団）が支払う公債費のうち、粕屋町が
負担した額を加えた額に対する財政負担の割合を示す比率。 

● 将来負担比率 
　一般会計や公営企業会計の地方債現在高及び一部事務組合の地方債の元金償還額に充て
る町の負担額、債務負担行為に基づく支出予定額、退職手当支給予定額、土地開発公社の
負債額など将来における財政負担の割合を示す比率。　 

● 早期健全化基準 
　財政の早期健全化を図るための基準として政令で定められた数値で、①から④の指標の
いずれかが基準以上である場合は、財政の悪化した要因を分析し自主的な改善努力による
早期の財政健全化計画を作成しなければならない。 

● 財政再生基準 
　指標①②③のいずれかが基準以上である場合は、財政が著しく悪化した要因を分析し、
財政再生計画を作成し総務大臣の同意を得なければならない。また、総務大臣は当該団体
に対して予算の変更や、財政再生計画の変更その他必要な措置を勧告することが出来る。 

実 質 赤 字 比 率 

連結実質赤字比率 

実 質 公 債費比率 

将 来 負 担 比 率 

①

②

③

④

財政再生基準 早期健全化基準 

（％） 

（％） 
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粕屋町職員の給与等を公表します粕屋町職員の給与等を公表します
　粕屋町職員の給与や職員定数は、地方公務員法･地方自治法に基づき、町議会の議決により条
例で定められています。粕屋町は条例に基づき、給与制度等について、厳正な運用に努めています。
このことを住民の皆さまにご理解いただくために、その主な内容をお知らせいたします。なお、
内容の数値は、公務員給与実態調査などによるものです。

４　職員の手当の状況

１人当たり平均支給額
（21年度）

（21年度支給割合） （21年度支給割合）

期末手当 
2.75月分
(1.5月分)

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等
　による加算措置
　・役職加算5～15%

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等
　による加算措置
　・役職加算5～20%
　・管理職加算10～25％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

粕屋町 国

1,523千円 －

３　一般行政職の級別職員数等の状況
○ 一般行政職の級別職員数の状況（平成22年4月1日現在）

（注）　給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

12 . 0

17 . 6

9 . 3

2 5 . 0

12 . 0

21 . 3

2 . 8

1 00

13

19

10

27

13

23

3

108

主任主事

主事

主事、主事補

３級

７級 部長、局長、参事

課長補佐、相困係長５級

４級

２級

１級

計

係長、主査

課長、参事補佐６級

標準的な職務内容 職員数(人)区分 構成比(％）

○ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成22年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円

327,600

293,300

円258,500

区　　分

大　学　卒

高　校　卒

高　校　卒技能
労務職

経験年数
10年以上15年未満

260,100

－

353,940272,553一般
行政職

経験年数
20年以上25年未満

経験年数
15年以上20年未満

328,600

311,500

○ 職員の初任給の状況（平成22年4月1日現在）

円 円

円 円

円 －

172,200

140,100144,500    

一般
行政職

高　校　卒 133,100

大　学　卒

高　校　卒

172,200     

国粕屋町

技能
労務職

区　　分

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
○ 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成22年4月1日現在）

46.3歳 307,009円

区分

330,268円一般行政職 42.8歳

技能労務職

397,707円

334,857円

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

○ ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）
年

指数

平成17年 平成21年

95.8 98.0

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を100とした場合の地方公務員の給与
水準を示す指数です。

○ 職員給与費の状況（普通会計決算資料より）

690,480181

期末・勤勉手当 計　　Ｂ職員手当

273,28521年度

給　 料

131,329

１人当たり給与費
Ｂ／Ａ

職員数
A

給　　与　　費　　(千円)

1,095,094     6,050

１　総括
○ 歳出総額に占める人件費の状況（普通会計決算統計資料より）

16.0 17.221年度 10,943,231 626,998 1,746,994

区　分

区　分

実質収支(千円) 人件費(千円)
Ｂ

（参考）
20年度の人件費率(％)

人件費率(％)
Ｂ／Ａ

歳出額(千円)
Ａ

住民基本台帳人口(人)
（21年度末）

42,267

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。　　　　　２　職員数は、平成21年4月1日現在の人数です。

（注）１「平均給料月額」とは、平成22年４月１日現在における各職種
　　　ごとの職員の基本給の平均です。
　　２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
　　　地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当
　　　の額を合計したものです。

 ○ 期末手当・勤勉手当

勤勉手当 
1.4 月分 
(0.7月分)

期末手当 
2.75月分
(1.5月分)

勤勉手当 
1.4 月分 
 (0.7月分)
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６　職員数の状況
○ 部門別職員数の状況と主な増減理由　（各年4月1日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。
　　３　職員数に特別職、臨時職員は含みません。

対前年
増減数

合　　計

その他
(国保・介護)

小　計

平成21年

区　分

部　門

議会

総務

税務

農林水産

商工

土木

民生

衛生

計

水道

下水

平成22年

欠員不補充による減

欠員不補充による減

欠員不補充による減

業務増及び欠員補充による増

〈参考〉人口1万人当たり職員数 31人

〈参考〉人口1万人当たり職員数 43人

欠員不補充による減

〈参考〉人口1万人当たり職員数 50人

５　特別職の報酬等の状況

円

円

円

円

円

報

酬
副議長

退

職

手

当

（算定方式）

272,000

293,000

349,000議　長

議　員

区 分

給

料

（21年度支給割合）

町　長

副町長

町　長

副町長

期末手当

３．05月分

給料月額等

750,600

606,600

（支給時期）

任期毎

給料月額×3.0
　×在職月数／12 任期毎

（1期の手当額）

17,013,600

8,088,000

給料月額×5.1
　×在職月数／12

○ その他の手当（平成22年4月1日現在）

3　％ 千円 円

千円 円

扶養手当 円

住居手当 円

通勤手当 円

管理職手当 円

比較
（国の制度）

同じ 20,929

147,197

278,921

千円 229,993

支給実績
（21年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額
（21年度決算）

125,143

41,626

554,820

10,262

部長 (66,000円)　事務局長・次長 (57,000円)　
課長 (53,000円)　課長補佐 (42,000円)

借家　家賃額に応じて　最高限度額27,000円
持家　2,500円

配偶者　　　　　　　　 13,000円
配偶者以外　　　　　　　6,500円
子 (満16歳年度始め～満22歳年度末) 加算5,000円

地域手当

時間外手当

支給率　3.6％

手　当　名

通勤距離2キロ以上が対象
交通機関利用者 (1か月の支給限度額は55,000円)
交通用具利用者 (通勤距離に応じて支給)

千円

借家　左と同じ
持家　－

27,741

28,998

同じ 37,102正規の勤務時間を越えて勤務することを命じられ
た職員に対して支給される

内容及び支給単価(月額)

千円

同じ 5,370千円

○ 退職手当（平成22年4月1日現在）

勤続20年 月分 月分 勤続20年 月分 月分
勤続25年 月分 月分 勤続25年 月分 月分
勤続35年 月分 月分 勤続35年 月分 月分
最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

１人当たり平均支給額　　　　

(注)　１　支給率は福岡県市町村職員退職手当組合の規程によるものです。　
　　  ２　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成21年度に退職した職員に支給された平均額です。

41.34 33.50 41.34

国

59.28

23.50 30.55

47.50 59.28
59.28

粕屋町

（支給率）　　　　　　　　自己都合　　 勧奨・定年

―　千円　 26,817千円

23.50 30.55
33.50
47.50
59.28

（支給率）　　　　　　　　自己都合　　 勧奨・定年

定年前早期退職特例措置
(2～20%加算) その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

(2～20%加算)

59.28
59.28

役職の分類が異なる

公
営
企
業
等
会
計

一
般
行
政

普
通
会
計

主な増減理由
職　員　数

（平成22年4月1日現在）

（注）退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び
支給率に基づき、1期（4年=48月）勤めた場合における退
職手当の見込額です。

2

34

17

4

3

11

43

15

129

53

182

10

5

16

31

213

[ 237 ]

2

33

17

4

2

10

45

15

128

53

181

9

5

16

30

211

0

ー1

0

0

ー1

ー1

2

0

ー1

0

ー1

ー1

0

0

ー1

ー2

[ 237 ] [   0   ]

教　育

小　計

次ページへ続く
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8時30分から17時まで　1日について7時間45分（1週間：38時間45分） 

12時から12時45分まで 

週休日：土曜日及び日曜日　休日：祝日法による休日及び年末年始の休日 

20日／年　（平成21年の平均取得日：10日） 

 

 

結婚、産前産後、忌引、子の看護など 

同居する家族を介護する無給休暇 

3歳未満の子を養育するための無給の休暇　（平成21年の取得者：5人） 

区　分 内　　　　　容 

勤 務 時 間 

休 憩 時 間 

週休日、休日 

年次有給休暇 

病 気 休 暇 

特 別 休 暇 

介 護 休 暇 

育 児 休 暇 

医師の証明に基づき療養のため勤務しないことがやむを得ないと認められる 
必要最小限度の期間　（平成21年の取得者：9人） 

休　職 

－ 

区　　　分 処　分 

2　人 

－ 

処分者数 

心身の故障 

－ 

事　由 

分 限 処 分 

懲 戒 処 分 

1人 

16人 

27人 

区　　　分 終了人員 

固定資産税課税事務 

内　　　　容 

市町村中央研修所 

福岡県市町村職員 
研修所 

＜専門研修＞ 
市町村民税、固定資産税、行政経営、公営企業、ＯＡなど 

＜階層別研修＞ 
新規採用職員研修、一般職員研修（Ⅰ～Ⅲ）、 
係長研修、課長研修など 

区　　　分 事　業　概　要 

糟屋郡公平委員会 

職員（組合員）の短期給付（医療）、長期給付（年金）及び福祉事業 

労働安全衛生法に基づき、産業医及び衛生委員会の設置及び年一回の
定期健康診断

職員の勤務条件に関する措置及び職員に対する不利益処分に関する
審査

福岡県市町村職員 
共済組合 

公務上の災害又は勤務による災害を受けた場合の補償 

福利厚生に関する事業、相互扶助及び親睦を図るための各種事業 

職員の健康管理 

地方公務員 
災害補償基金 

職員互助会 

7　職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

8　職員の分限及び懲戒処分の状況（平成21年度）

9　職員の研修の状況（平成21年度）

10　職員の福祉及び利益の保護の状況
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お忘れではありませんか。 
年金の請求を  

お心当たりのある方は、お早めにご相談ください。 

１．年金の加入期間が２５年未満の方へ 
○年金の加入期間が２５年未満でも、カラ期間※と合わせて２５年以上 
　あれば年金が受け取れます。 
　※カラ期間の例：サラリーマンの配偶者であった期間のうち、昭和６１年３月までの間で国民年金に任意加入していなかった期間など 

○生まれた年などにより、２５年未満でも年金を受け取れる場合※があります。 
　※誕生日が昭和２７年４月１日以前生まれで、厚生年金の加入期間が２０年以上の場合など 

２．年金の受け取り開始を６６歳以降に繰り下げている方へ 

○７０歳になっても、年金は自動的には支払われません。 

○年金の受け取りを始めるためには、年金の請求が必要です。 

３．厚生年金の加入期間のある６５歳以上の方へ 
○「老齢厚生年金」と「老齢基礎年金」の２種類の年金が受け取れます。片方の年金だけを受け 
　取っている方は、受け取っていない年金についても、あらためて請求を行ってください。 

○片方の年金の受け取り開始を繰り下げている方は、７０歳になるまでに年金の請求を行って 
　ください。 

５．６０歳以上で、会社にお勤めの方へ 
○現在、会社にお勤めの方も、年金を受け取る資格を満たしている場合は、請求の手続を 
　行ってください。 

○給与の額などに応じて年金の支払額の調整が行われる場合がありますが、全額停止の場合 
　を除き、年金を受け取ることができます。 

４．厚生年金の加入期間のある方で、「６５歳になってから年金を 
　　受け取ろう」と思っている方へ 

○厚生年金の加入期間が１年以上あるなどの要件を満たす方に対して支払われる「特別支給の 
　老齢厚生年金※」については、６５歳になる前に請求しても、年金額が減らされることはあ 
　りません。速やかに請求を行ってください。 
　※特別支給の老齢厚生年金：６５歳前に受け取ることができる老齢厚生年金 

ご相談は、お近くの「年金事務所」、「街角の年金相談センター」又は、

「ねんきんダイヤル」　　　　　　　　　　(※)までお願いします。

※ＩＰ電話・ＰＨＳからは「０３－６７００－１１６５」にお電話ください。
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　…休館日　その他は全て開館 
…祝日　営業日（教室は休み） 

日 月 火 水 木 金 土 

1 

8 

15 

22 

29 

 

5 

12 

19 

26 

 

6 

13 

20 

27 

 

7 

14 

21 

28 

2 

9 

16 

23 

30 

4 

11 

18 

25 

3 

10 

17 

24 

31 

12月のかすやドーム開館日 

各クラスの曜日や時間など 
教室詳細は館内チラシやWEBで 

http://www.kasuyadome－sc.jp/ 

★【初回のみの講習＋トレーニング体験】 
　受講後、修了証カードを発行します 
平日　　　土日祝 
①11:00　11:00 
②13:00　14:00 
③15:00　17:00 
④19:00 
開始５分前までに体育館受付まで 
体育館シューズ・ウェアが必要 

トレーニング講習会 

★施設利用料 (2時間） 
・体育館（当日2時間）及び 
 トレーニング室 
　300円　一般 
　150円　高校生・65歳～ 
・プールアリーナ 
　400円　一般 
　300円　高校生 
　200円　小・中学生・65歳～ 
　100円　幼児 

施設利用料
+200円

施設利用料 

水泳帽が 
必要 

体育館
　年末は12月26日(日)まで営業
　年始は1月5日(水)から営業開始

※12月27日(月)～ 
1月4日(火) 
年末年始休館 

プール
　年末は12月21日(火)まで営業
　年始は1月5日(水)から営業開始

※12月22日(水)～ 
1月4日(火) 

定期点検及び年末年始休館 
 

※電話番号を確認の上、お掛け 
　ください。 教室案内 

お知らせ 

・施設利用料のみ 
〇みんなでピンポン　水･木･金曜　14:00～ (90分) 

軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります 

【温水プールなのでいつでも快適に泳げます】 

◎年末年始営業のお知らせ
　　  体育館： 年末は、12月26日(日)まで営業　　　
  年始は、1月5日(水)から営業開始します　　　　　
　※12月27日(月)～1月4日(火)の間　 年末年始休館になります。
　　  プール: 年末は、12月21日(火)まで営業　　　
　　　　  年始は、1月5日(水)から営業開始します　　　　　
　※12月22日(水)～1月4日(火)の間　 定期点検及び年末年始休館になります。

各教室の申込み開始日のお知らせ 
◎テニス教室　第５期（1月中旬～）
＊申込み開始日：新規の方…12月19日（日）13:00～
料金：大人･･･10,000円(8回)　子ども・幼児･･･8,000円(8回)

このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）又は、ホームページなどでご確認ください。 

体育館（アリーナ） 

プールアリーナ 

（※アリーナの都合で休講する場合があります） 
＊ご利用の際、体育館では体育館シューズが必要です。 

遊泳コース・自由遊泳コース・歩行コースがあります。 
＊ご利用の際、プールでは水着・水泳キャップが必要です。 

　　粕屋町総合体育館（かすやドーム） 
　　　　　粕屋町駕与丁3-2-1 

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…） 

 http://www.kasuyadome－sc.jp/h 
　　　　　　　　　　  

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００ 
　　　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００ 
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで） 
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０ 
　　　　　　　土・日・祝日１０：００～１９：３０ 
 

営
業
時
間
 携帯からもアクセス可 

あつまれ～
ッ

小学生
あつまれ～

ッ
小学生

寒さに負け
ず

元気いっぱ
い楽しもう寒さに負け
ず

元気いっぱ
い楽しもう

平成22年度 子どもスポーツ
100円スポーツ 【100スポ】 17:00～18:00 
◎スポーツの出会いの場 

　100円でいつからでも参加できます 
　【12月は、以下のメニューで行います】 

火…女子限定クラス（全学年） 
水…全学年（男女）クラス 
金…１年生限定クラス 
※木曜日はお休みです 

：大縄・卓球 
：大縄・卓球 
：バスケットボール 

料　　　金： 100円／1回 
必要なもの：体育館シューズ・飲み物・タオルなど 
※アリーナの都合で、実施できない場合があります。 
 

　★未経験者も大歓迎、ラケットも無料貸出し。 

◎子どもストリートダンス教室　第５期（1月上旬～）
＊申込み開始日：新規･継続の方…1２月11日（土）10:00～

・大人テニス【初級クラス】
　(水) 朝10:30～
　(木) 朝10:30～・昼13:30～・夜19:30～

・ビギナークラス
　対象：幼稚園年中組～年長組（小学生不可）
　日時：水曜　17:00～17:50
　料金：6,000円(７回)　
・アッパークラス
　対象：小学生～中学生
　日時：土曜　15:15～16:15
　料金：7,000円(7回)

・子どもテニス【小学生クラス】
　①･･･低学年向け　②･･･高学年向け
　(水) ①17:00～、 ②18:10～
　(木) ①17:00～、 ②18:10～
・幼児テニス　※平成18年4月1日以前に生まれた幼児
　(木) 16:00～
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パソコン講座 受講生募集

■開館時間　　　9：00～22：00 
■予約受付時間　9：00～21：00 

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで 

※催し物は変更・追加及び中止することが
　あります。あらかじめご了承ください。

・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

12月19日(日)　さくらホール 

Ｘ'ｍａｓシルエット劇場

３びきのこぶた うたうシルエット 

ベッカンコおに 

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会 

全席 
自由 

前売　大人￥400　子ども￥100※ 
当日　大人￥600　子ども￥200※ 

※子ども料金は、3歳以上12歳(小学生)以下とさせていただきます。 
※3歳未満は無料、ただしお座席を確保される場合は子ども料金をいただきます。 

午前の部 
開場 10：30 開演 11：00 
午後の部 
開場 13：30 開演 14：00 

サンレイク受付にて 
　　好評発売中　 

～パワーポイント(Microsoft Power Point) 初心者～
日　程:平成23年1月6日～3月24日(毎週木曜日・全12回) 
時　間:19:00～21:00 定　員:15名程度 

対象者:パワーポイント初心者 (ある程度キーボード入力のできる方。) 
場　所:マルチメディアルーム (パソコンはこちらでご用意いたします。) 

受講料:￥13,500(3か月分[全12回])　※別途テキスト代(￥2,500前後) 
　　　　サンレイクかすや窓口にて受付中。 
定員になりしだい、締切りとさせていただきます。 

後援：粕屋町教育委員会 

12月 12日(日)　さくらホール 
 深山喜公幸会25周年記念 
社会福祉チャリティー公演 

入場 無料 

開演 10：00 

12月14日(火)多目的ホール 
ハンドメイドフェア in KASUYA 

25(nico) 　問い合わせ

10：30～14:30 
～手作りの冬支度～ 

布小物、あみ物、木工、アクセサリーたくさんの手作り品が並びます。 

毎年12月に開催しております｢おさらい会｣が、おかげさまで25回目の 
記念すべき年となり、より一層の充実をはかりたいと思っております。 
お誘いあわせのうえ、たくさんの方のお越しをお待ちしております。 
賛助出演 粕屋町安来節の会 古賀市のダンススクール

開演 14：00 開場 13：00 
　問い合わせ 粕屋町 介護福祉課 

☎938-2311

どうぞお気に入りを見つけに来てください。 

12月25日(土)多目的ホール 
ヴィッキー・チャンX'mas Live

すえGarden 問い合わせ ☎933-5823

開場　17:30 
かすやの空に唄が降る夜・・・

開演　18:00 
出演：VICKY-TRANG（ヴィッキー・チャン）　松本かつひろ

入場料〈全席自由〉￥2,500(当日券￥3,000) 

問い合わせ ☎090-9567-0125本部 

☎939-2577

12月の催し物 
開催日 会場 催 事 名  

1月の催し物 
開催日 会場 催 事 名  

4 
日 
(土) 

5 
日 
(日) 

12 
日 
(日) 

19 
日 
(日) 

25 
日 
(土) 

9 
日 
(日) 

15 
日 
(土) 

22 
日 
(土) 

23 
日 
(日) 

14 
日 
(火) 

18 
日 
(土) 

※催し物は変更・追加及び中止することが
　あります。あらかじめご了承ください。

・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

26 
日 
(日) 
〜
 

25 
日 
(土) 
 

きらめきコンサート 

人権を尊重する町民のつどい
開会　13：30

深山喜公幸会25周年記念 
社会福祉チャリティ公演 

開演 10：00

音楽発表会
開演 9：30開場 9：15

　問い合わせわかば保育園
☎939-6111

X'masシルエット劇場

ピアノ発表会
　問い合わせ ヤマハ (株)日本楽芸社 

香椎ミュージックセンター

　問い合わせ粕屋町 社会教育課
☎938-1410

X'mas Live

開演 18：00開場 17：30
かすやの空に唄が降る夜・・・ 

ハンドメイドフェア in KASUYA

10：30～14:30
～手作りの冬支度～

☎682-0304

成人式 

六校合同講演会 

開演　10：15
Bean Kidsダンス発表会

　問い合わせ Bean Kids

開会　11:30

春まつり
開演 9：30予定

　問い合わせヴィラのぞみ愛児園

　問い合わせ粕屋町 社会教育課

　問い合わせ
小中学校ＰＴＡ連絡協議会事務局

☎939-0740

☎938-1410

☎938-2136

☎957-1005
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館内整理日 

 

休 館 

休 館 

休 館 

日 火 月 木 水 金 土 

12 が  つ  は、休館日です。 

3 

10 

17 

24 

31 

 

4 

11 

18 

25 

 

5 

12 

19 

26 

 

 

6 

13 

20 

27 

 

 

7 

14 

21 

28 

2 

9 

16 

23 

30 

 

1 

8 

15 

22 

29 

 

振替休館日 

年末休館 年末休館 年末休館 年末休館 年末休館 

No.126 

10：00～18：00（火・水・木・土・日） 
10：00～19：00（金曜日のみ）　 

開館 
時間 

粕屋町立図書館　☎939－4646  
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/ 
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html 

問 い合わせ 
HPアドレス 
携帯版ＨＰアドレス 

図書館が閉まっているときは、ブックポストに本だけを
入れてください。ビデオ・ＣＤ・カセットテープ・ＤＶＤは、
破損の原因になりますのでブックポストには入れないで
ください。ご理解とご協力をおねがいします。 

『ニューシネマパラダイス』 

・あかちゃん向け（第１・３金曜日） 
　１２月３日・１７日　１１：００～ 
・ちいさい子向け（第２金曜日） 
　１２月１０日　　　 　１１：００～ 
・おおきい子向け（毎週土曜日） 
　１２月４日・１１日・１８日・２５日 
　１１：００～ 
・小学生向け（第１・第３日曜日） 
　１２月５日・１９日　１５：００～ 

　シチリア島の小さな村にある映画館・パラ
ダイス座。親の目を盗んでは映画館に通いつ
める少年トトは、やがて映写技師の老人アル
フレードと心を通わせるようになる。 
  
●１２月１１日（土）　 
　１３：３０～１６：２５ 
●場所／粕屋フォーラム２階　視聴覚室 
　 
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。 

今月のおはなし会 

1989年／イタリア＝フランス映画 
２時間５５分／カラー／字幕 
監督／ジュゼッペ・トルナトーレ 

年末年始は、１２月２７日（月）～１月４日（火）まで休館します。
図書館を利用される際は、カレンダーをご確認の上、ご来館ください。
休館中の本の返却は、ブックポストをご利用ください。ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤなどのＡＶ資料は、
破損の原因となりますので、開館の際カウンターにてご返却いただきますようお願いいたします。

場所　粕屋町立図書館１階　おはなしのへや 

毎月２３日は、粕屋町読書の日です。
この機会にテレビを消して

読書に親しむ習慣づくりをしましょう！

※広報かすや１０月号掲載の雑学セミナー講師、元岩
手大学学長・日置氏は、「元八戸大学学長」の誤りでし
た。お詫びして訂正いたします。 

　現在、図書館の貸出カードを新タイプのものに切り
替えております。前のカードと、ご住所の確認できる
ものをご本人様がお持ちください。前のカードとの引
き換えになりますので、今まで使っていたカードは捨
てずにお持ちください。引き換えではない場合、カー
ド代をいただきます。ご注意ください。 

新しい貸出カードに変わります。

★１２月１９日（日）

クリスマス工作教室
●ちいさい子向け
　１０：３０～１２：００
　（はさみの使えない子は保護者同伴）
●小学生向け
　１４：００～１６：００
　（子どもだけでの参加）
　場所：粕屋フォーラム２階　視聴覚室

※要申込み・各回定員２５名
　カウンター受付・１２月４日（土）から
　　　　電話受付・１２月７日（火）から
　詳しくは図書館まで

★１２月１０日（金）
１１：００～１１：５０

ちいさい子向け
冬のおはなし会
出演：メルヘンフレンズ

★１２月１８日（土）
１１：００～１１：５０

冬のおはなし会
スペシャル
出演：粕屋中央小学校
　　　よんでる会

冬の 
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皆さんはご自分を健康だと思いますか。H20年に調査をした結果によると下記のようになりました。

今年どこかで健診は受けられましたか。粕屋町には、下記の割合で健康課題を抱える方がいます。

みんなで健康づくりに 
取り組みましょう 
みんなで健康づくりに 
取り組みましょう 
みんなで健康づくりに 
取り組みましょう 

健康だと思う人の割合 

２０代 

H２０ H２５ 

３０代 

４０代 

５０～６５歳 

６６歳以上 

88.7％ 

85.4％ 

80.5％ 

83.2％ 

73.3％ 

90.0％ 

87.0％ 

85.0％ 

87.0％ 

77.0％ 

健康課題を抱える人の割合 

肥　満  　（２０代） 

H２０ H２５

　　　　  （３０代） 

肥質異常症（４０代） 

高血圧（５０～６５歳）

高血圧（６６歳以上） 

喫　煙（２０歳以上） 

6.3％ 

14.9％ 

1.9％ 

18.1％ 

37.9％ 

5.0％

14.0％ 

1.7％ 

15.0％ 

35.0％ 

26.2％ 減　少 

H25年の値は目標値です。この目標値が達成できるように、健康かすや21は５つのチームで活動しています

皆さん一緒に健康づくりを取り組んでいきましょう。

◆食　チ　ー　ム　：　食生活を見直しましょう
◆甘味飲料チーム　：　甘味飲料（清涼・炭酸飲料水など）を控えましょう
◆禁　煙　チーム　：　タバコは吸わないようにしましょう
◆運　動　チーム　：　週１回以上運動しましょう
◆キャンペーンチーム：　健康かすや２１の取り組みを知りましょう

禁煙教室のお知らせ禁煙教室のお知らせ

日　時　平成２３年１月１２日（水）午後７時～午後８時３０分
対象者　平成２３年２月から禁煙を実行できる方（２０歳以上）で、携帯電話かパソコンで
　　　　保健師からのメールを受け取れる方
場　所　粕屋町健康センター
定　員　先着１５名
料　金　無料
教室内容　呼気中一酸化炭素濃度の測定、禁煙に関するお話、禁煙宣言書の記入など

　この度、粕屋町健康センターでは、禁煙教室を開催することにしました。「禁煙しよう！！」と固く決意されて
いる方は、この教室に参加して禁煙を成功させませんか。今まで何度も禁煙に挑戦された方や、まだ禁煙をした
ことがない方も、この機会に禁煙してみませんか。 

●予約制です。先着15名で締め切りますので、お早めにご予約ください。 
●予約・問い合わせ　粕屋町健康センター　☎９３８ー２３１１（内線５２３・５２５） 

禁煙教室終了後約３か月間、保健師がメールにて支援いたします。 

523・ 
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年末年始の休業について～お知らせ～年末年始の休業について～お知らせ～

可燃ごみの出し方について、次のことに注意して出してください。可燃ごみの出し方について、次のことに注意して出してください。

●問い合わせ　粕屋町環境生活課　☎９３８－２３１１ 内線４９２・４９３・４９４ 

年末年始は次のとおり休業いたしますので、皆さまのご協力をお願いいたします。 

ご み の 種 類  

可燃ごみの収集  

空 缶・空 き び ん の 収 集  

燃 え な い ごみ の 収 集  

12月31日（金）～1月3日（月） 

　　※振替収集はありません。 

12月30日（木）～1月3日（月） 

12月30日（木）～1月3日（月） 

12月28日（火）～1月3日（月） 

12月30日（木）～1月5日（水） 

12月29日（水）～1月3日（月） 

ペットボトル の 収 集  

粗大ごみの収集（業者収集） 

犬・猫の回収（粕屋保健福祉事務所） 

剪 定 ごみ の 自 己 搬 入

し尿くみ 取り

ごみの自己搬入（クリーンパーク） 

休 業 期 間  
※12月26日（日）は、「クリーンパーク」

　への搬入を受け入れます。 

　役場で搬入許可書を受領して、 

　搬入をお願いします。 

　搬入時間  午前9時から午後4時 

　までです。 

※役場のリサイクルボックスは 

　年末年始も利用できます。 

　古紙類のリサイクルに 

　ご協力をお願いします。 

今後とも住民の皆さまのご協力をどうぞよろしくお願いします。なお、分別方法、
ごみの出し方など不明な点がありましたら、お問い合わせください。　

今後とも住民の皆さまのご協力をどうぞよろしくお願いします。なお、分別方法、
ごみの出し方など不明な点がありましたら、お問い合わせください。　

◯  台所ごみは、ごみ袋に入れる前に十分  
　水気を切ってください。 
◯  ごみ袋の持ち手部分は、しっかり結んで 
　ください。 
◯  中身は、できるだけ見えるようにして 
　ください。 
◯  金属がとれないものは、「燃えないごみ」 
　で出してください。 
◯  ごみ出し時間を守ってください。 
　（収集日の夕方から午後９時までに 
　出してください。） 
　※１戸建て及びごみ置場のない共同住宅にお住まいの方は、可燃ごみは、ごみ収集車の通る道路
　に出していただいておりますが、カラスや猫がごみを荒らすことが多く見受けられますので、必
　ず夕方から午後９時までに出してください。また、共同住宅などで時間を決められている場合は、
　その時間に出してください。 
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部
　
の
　
紹
　
介
 

郷
土
史
勉
強
会

先
生
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
踊
り

通
し
で
指
導
を
さ
れ
、
大
変
な
こ
と

だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

本
番
に
む
け
て
、
協
会
役
員
を
は

じ
め
協
会
員
全
員
の
総
力
を
結
集
し
、

賞
に
入
る
べ
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。 

文
化
協
会
事
務
局 

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。 
No.227 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
練
習 

　

今
年
も「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
す

や
祭
り
」
が
10
月
９
日（
土
）・
10
日

（
日
）
の
２
日
間
、
か
す
や
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
も
毎
年
参
加
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
大
勢

の
会
員
の
方
が
参
加
の
た
め
踊
り
の

練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
開
催

10
年
の
節
目
。
例
年
よ
り
、
皆
の
力

の
入
れ
よ
う
が
違
っ
て
見
え
ま
し
た
。

特
に
鈴
木
会
長
は
、
毎
回
音
響
設
備
・

進
行
と
忙
し
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
踊
り
指
導
の
季
美
の
会
平
戸

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ 

　
　
　
　

か
す
や
祭
り 

　

10
月
９
日
・
10
日
、
今
年
も
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
す
や
祭
り
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
協
会
も
こ
の

日
の
た
め
に
、
７
月
の
末
か
ら
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
本
番
当
日
は
、
み

ん
な
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
精
一
杯

の
演
技
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
も
今
回
で
10
周
年
を
迎
え
、

文
化
協
会
も
参
加
10
回
と
な
り
、
主
催

者
か
ら
皆
勤
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
元
気
に
み
ん
な
で
参
加
で

き
た
ら
よ
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
事
務
局

１
回
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

本
年
は
、
４
月
25
日（
日
）・
26
日

（
月
）
に
知
識
を
広
め
る
た
め
に
、

山
口
県
で
宿
泊
研
修
を
し
ま
し
た
。 

　

と
き
わ
公
園
、
田
布
施
町
郷
土
館
、

陸
奥
記
念
館
、
白
壁
の
柳
井
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。 

　

田
布
施
町
郷
土
館
で
は
、
岸
信
介
、

佐
藤
栄
作
兄
弟
宰
相
を
中
心
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
物
の
遺
品
、
遺
作
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
偉
業
や

遺
徳
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

陸
奥
記
念
館
で
は
、
昭
和
18
年
当

時
に
世
界
最
強
戦
艦
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
戦
艦「
陸
奥
」
が
、
６
月
８

日
に
大
爆
発
を
起
し
て
沈
没
し
ま

し
た
。
総
員
１
，
４
７
１
名
、
死
亡

１
，
１
２
１
名
、
生
存
３
５
０
名
で

し
た
。
昭
和
45
年
よ
り
８
年
間
に
及

ぶ
作
業
で
、
船
体
の
75
％
を
引
き
揚

げ
ま
し
た
。
そ
の
遺
品
、
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨

さ
を
知
り
、
永
久
の
平
和
と
陸
奥
と

共
に
逝
っ
た
乗
組
員
の
冥
福
を
祈
り

ま
す
。 

　

サ
ン
レ
イ
ク
で
毎
月
第
３
火
曜
日

午
前
10
時
か
ら
正
午
、
第
１
研
修
室

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。 

●
研
修
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

●
日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日 

　

午
前
10
時
か
ら
正
午 

　

粕
屋
町
や
隣
接
す
る
町
の
歴
史
を

中
心
に
、
現
地
見
学
、
研
修
室
で
月

陶
芸
・
染
織「
工
房
Ｍ
」

文化協会参加行事です。 
12月  ５日（日）　福岡１ブロック文芸の集い（須恵町） 
12月15日（水）　役員会　サンレイクかすや 

　

工
房
Ｍ
は
ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な

女
性
の
た
め
の
予
約
会
員
制
教
室
で

す
。

　

講
師
は
文
部
大
臣
賞
・
技
能
賞
な

ど
全
国
展
で
も
活
躍
中
の
女
性
作
家
。

　

安
ら
ぐ
ア
ロ
マ
の
香
と
癒
し
音
楽

で
日
常
を
忘
れ
る
空
間
。
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
に
近
い
形
で
小
学
生
〜
60
代
ま

で
ゆ
っ
た
り
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

陶
芸
教
室
で
は
女
性
に
嬉
し
い
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
和
雑
貨
、
食
器
、
本

格
工
芸
品
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
。

　

染
織
教
室
は
体
に
優
し
い
漢
方
草

木
染
、
手
紡
ぎ
手
織
り
、
リ
メ
イ
ク
、

手
染
め
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
。

　

作
業
後
は
自
作
品
を
前
に
美
味
な

お
菓
子
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
幸
せ
♪

●
問
い
合
わ
せ

　

☎（
９
３
８
）
７
２
７
２

●
ブ
ロ
グ　

h
ttp
://a
m
e
b
lo
.jp
/ko
u
b
o
u
m
/
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か
か

か
か

《
み
ん
な
で
創
ろ
う
 

  

ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》 

〜
み
ん
な
で
取
組
を
〜

　

昨
年
粕
屋
町
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
、
8
割
の
方
が
仕
事
関

係
、
住
宅
事
情
、
結
婚
な
ど
の
理
由
で

他
市
町
か
ら
移
住
さ
れ
、
お
よ
そ
4
割

の
方
が
粕
屋
町
に
住
ん
で
10
年
未
満
で

す
。
地
域
の
人
間
関
係
が
結
ば
れ
る
に

は
10
年
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
隣

近
所
と
の
付
き
合
い
が
あ
る
と
い
う
方

は
5
割
で
あ
り
、
移
住
さ
れ
て
き
た
方

の
人
間
関
係
が
薄
い
の
で
は
と
思
わ
れ

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動（
地
域
活

動
）
に
参
加
し
て
い
る
方
は
4
割
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
い
る
と
、
子
ど
も
会
や

P
T
A
の
活
動
を
契
機
と
し
て
知
り
合

い
が
広
が
っ
て
い
き
、
割
と
早
く
地
域

に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
独
身
や

若
い
夫
婦
の
方
は
、
な
か
な
か
地
域
の

人
と
触
れ
合
う
機
会
が
な
く
て
、
孤
立

し
が
ち
で
す
。
地
域
で
エ
コ
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
参
加
し
や
す

い
場
と
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
人
々
の
暮
ら
し
に
つ
な

が
る
課
題
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
に
深
く
結
び

つ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社
会
教
育
の

活
動
は
、
主
と
し
て
個
人
的
な
生
涯
学

習
と
は
違
っ
て
、
み
ん
な
の
課
題
に
み

ん
な
で
取
り
組
む
た
め
に
、
知
り
合
い
、

助
け
合
い
、
学
び
合
い
と
い
う
ス
テ
ッ

プ
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
知

り
合
う
仲
間
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

社
会
教
育
は
始
ま
り
ま
す
。

〜
社
会
の
中
で
〜

　

社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
人
間
に
と

っ
て
一
番
の
中
心
課
題
は
、
自
分
の
意

志
で
住
ん
で
い
る
社
会
に
何
ほ
ど
か
の

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
は「
人
間
に
と
っ

て
一
番
不
幸
な
こ
と
は
、
そ
の
人
が
こ

の
世
に
必
要
で
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と

で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

暇
を
見
つ
け
て
自
ら
の
関
わ
り
の
有

り
様
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

◎
来
年
度
保
育
所
入
園
を
希
望
さ
れ

る
児
童
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。 

◎
平
成
22
年
度
中
に
申
し
込
み
を
し

て
い
て
、
現
在
入
園
で
き
て
い
な

い
方
も
、
再
度
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。 

●
募
集
対
象
及
び
定
員　

末
尾
記
載

の
入
園
要
件
に
該
当
す
る
児
童 

※
仲
原
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
4
月
1
日
時
点
で
満
1
才
の

児
童
が
申
し
込
み
で
き
ま
す
。 

【
公
立
】 

・
仲
原
保
育
所　

1
歳
〜
5
歳 

　

1
0
5
人
☎（
9
3
8
）
4
5
5
6 

・
西
保
育
所　

6
か
月
〜
5
歳 

　

1
1
5
人
☎（
6
1
1
）
9
1
0
8 

・
中
央
保
育
所　

6
か
月
〜
5
歳 

　

1
2
0
人
☎（
9
3
8
）
8
7
4
6 

【
私
立
】 

・
粕
屋
わ
か
ば
保
育
所
（
恵
育
福
祉

会
）
4
か
月
〜
5
歳 

　

1
5
0
人
☎（
9
3
9
）
6
1
1
1 

・
ヴ
ィ
ラ
の
ぞ
み
愛
児
園
（
五
豊
会
） 

　

3
か
月
（
た
だ
し
、
首
が
す
わ
っ

て
か
ら
）〜
5
歳 

　

1
2
0
人
☎（
9
5
7
）
1
0
0
5 

・〔
仮
称
〕
新
大
川
保
育
所
（
相
和
会
） 

　

3
か
月
程
度
（
予
定
）〜
5
歳 

　

1
8
0
人
（
☎
未
定
） 

　

＊
町
立
大
川
保
育
所
の
建
て
替
え

に
伴
い
民
営
化
さ
れ
、
私
立
の
保

育
所
と
し
て
平
成
23
年
4
月
に
開

園
の
予
定
で
す
。 

●
募
集
期
間　

1
月
6
日
（
木
）
か
ら

1
月
17
日
（
月
）
ま
で 

●
申
込
書　

12
月
13
日
（
月
）
か
ら
粕

屋
町
子
ど
も
未
来
課
（
粕
屋
町
役

場
1
階
）
で
配
布
（
た
だ
し
、
土
・

日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
） 

●
提
出
先　

粕
屋
町
子
ど
も
未
来
課

（
粕
屋
町
役
場
1
階
）※
在
園
児
は

各
保
育
所
へ 

●
入
園
要
件　

町
内
居
住
者
（
住
民

登
録
し
て
い
る
人
）
で
、
児
童
の

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
項
目

に
該
当
し
、
か
つ
同
居
の
親
族
そ

の
他
の
者
が
児
童
を
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
。 

①
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。 

②
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
、
日
常

の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。 

③
親
が
出
産
の
前
後
・
病
気
・
負

傷
・
心
身
に
障
害
が
あ
る
。 

④
同
居
の
親
族
が
長
期
に
わ
た
り
疾

病
や
身
体
に
障
害
を
有
し
、
い
つ

も
介
護
を
し
て
い
る
。 

⑤
震
災
・
風
水
害
・
火
災
そ
の
他
の

災
害
復
旧
の
た
め
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
子
ど
も
未

来
課
☎（
9
3
8
）
2
3
1
1 

　

内
線
4
3
1
・
4
3
2 

平成23年度粕屋町認可保育所入園児募集 
期間は1月6日（木）から1月17日（月）です 
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10
月
11
日（
月
・
祝
）、
ジ
ャ
ス

コ
福
岡
東
店
・
福
岡
東
サ
テ
ィ
店

に
お
い
て「
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
拡

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
は
10
日
・
11
日
の
2

日
間
で
し
た
が
、
私
た
ち
は
11
日

の
午
前
11
時
か
ら
1
時
間
の
予
定

で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
行
き
、
買
い

物
客
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
よ
う

に
レ
ジ
の
後
方
で
行
い
ま
し
た
。

売
り
出
し
の
期
間
で
も
あ
り
多
く

　

9
月
19
日（
日
）、
ろ
う
唖
者
の

方
た
ち
と
田
主
丸
へ
ぶ
ど
う
狩
り

に
行
き
ま
し
た
。
高
速
道
路
の
渋

滞
を
さ
け
、
一
般
道
路
で
黄
金
色

の
稲
穂
や
木
々
の
色
に
秋
を
感
じ

な
が
ら
目
的
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
や
焼
酎
の
工
場
見
学
や
試

「
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
て
 

の
人
が
買
い
物
を
さ
れ
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
知
っ
て
い
る
人
は
直
接

各
団
体
の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
ら
れ

た
り
、
知
ら
な
い
人
も
私
た
ち
に

直
接
手
渡
し
さ
れ
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
し
て
イ
オ
ン
が
社
会
貢
献

を
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
を
も
っ
た
り
協
力
し
て
く
だ
さ

る
人
々
が
少
し
ず
つ
多
く
な
っ
て

い
る
の
を
実
感
し
た
1
日
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

手
話
の
会　

か
ざ
ぐ
る
ま 

「
手
話
の
会
交
流
会
」 

に
参
加
し
て
 

飲
、
田
主
丸
一
帯
を
臨
む
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
昼
食
、
ぶ
ど
う
狩
り
で

は
袋
の
端
に
あ
る
穴
か
ら
色
づ
き

や
房
の
か
た
ち
を
見
て
と
っ
て
い

き
ま
し
た
。
食
事
を
と
り
な
が
ら

ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
は「
お
い
し
い
」

「
甘
い
」
と
単
語
の
羅
列
で
し
か

手
話
が
で
き
ず
、
自
分
の
未
熟
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
手
話
で
ス
ム

ー
ズ
に
会
話
が
表
現
で
き
る
よ
う

に
も
っ
と
も
っ
と
学
習
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
1
日

で
し
た
。 手

話
の
会　

辻　

公
美
子 

 

ボランティア 
活動ができる 
方・したい方 

募  
集  

　「何かやんなきゃ…」「やり
たいのに…」ボランティア活動
の気持ちはあってもなかなか行
動できないものですよね。「ど
こでやってるの？」「気軽に参
加できるかな」 
　まずは、センターにお問い合
わせくださいね。 
●問い合わせ 
　かすやボランティアセンター 
　☎・FAX（938）8835 

平
成
22
年
度
自
衛
官
募
集
 

の
お
知
ら
せ
 

◎
陸
上
自
衛
隊
　
高
等
工
科
学
校
生
徒
 

●
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
平
成
6
年
4
月
2
日
〜
平
成
8

年
4
月
1
日
）
の
男
子 

●
応
募
期
間　

平
成
23
年
1
月
7
日

（
金
）
ま
で 

●
募
集
人
員　

約
3
2
0
名 

●
試
験
日　

1
次　

平
成
23
年
1
月

22
日
（
土
） 

●
試
験
場　

福
岡
駐
屯
地
（
春
日
市
） 

◎
陸
上
自
衛
隊
　
高
等
工
科
学
校
生

徒
（
推
薦
試
験
） 

●
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
平
成
6
年
4
月
2
日
〜
平
成
8

年
4
月
1
日
）
の
男
子 

　

推
薦
要
件
の
細
部
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
応
募
期
間　

平
成
23
年
1
月
6
日

（
木
）
ま
で 

●
募
集
人
員　

約
60
名 

●
試
験
日　

平
成
23
年
1
月
15
日

（
土
）〜
1
月
17
日
（
月
） 

●
試
験
場　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
） 

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
地
方
協
力
本

部　

福
岡
募
集
案
内
所 

　

☎（
6
0
7
）
4
8
2
6 

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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は
ぐ
く

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
す
や
祭
り 

12月の行事予定 

　

10
月
９
日（
土
）、
10
日（
日
）
か
す

や
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ 

Ｋ
Ｏ
Ｉ
か
す
や
祭
り
」
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
ま
た
踊

り
子
と
し
て
多
く
の
青
年
団
員
が
参

新
入
団
員
募
集 

　

粕
屋
町
青
年
団
は
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
粕
屋
町
に
在
住
の
18

歳
か
ら
24
歳
ま
で
の
方（
男
女
問
わ

ず
）
な
ら
誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

町
行
事
の
ス
タ
ッ
フ
・
お
手
伝
い
を

し
て
町
に
貢
献
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
、

新
し
い
仲
間
の
輪
や
友
情
、
集
団
で

の
協
調
性
を
育
む
、
元
気
な
若
者
の

と
て
も
楽
し
い
団
体
で
す
。

　

青
年
団
の
活
動
に
少
し
で
も
興
味

を
も
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
）

　

k
a
s
u
y
a
s
e
in
e
n
@
y
a
h
o
o
.

　

c
o
.jp

粕屋地区　暴力団追放・地域安全大会 
10月13日(水) 13：30～ 古賀市中央公民館 

　防犯功労団体へ表彰及び感謝状授与に続き、南蔵
院住職「林　覚乗氏」の基調講演ではご住職の「人に
優しくするには自分の心にゆとりを持とう」の言葉
に考えを深くしました。８人参加 

健康とふれあい大会 
10月16日(土)  9：00～　かすやドーム 

　社会教育課及び体育指導委員の皆さんの指導を受
け青空の下、駕与丁公園をウォーキングで一周して、
ひと汗かいた後はドームの中に場所を移し、スカッ
トボールを８チームに分かれ楽しいひと時を過ごし
ました。保健師のお二人にも大変お世話になりまし
た。ご協力有難うございました。 

あいさつ運動 
10月15日(金)  7：50～　各小中学校 

福岡県社会福祉大会 
10月22日(金)  13：00～ 春日市クローバープラザ 

　この度、粕屋町婦人会は「粕屋町社会福祉協議会が
昭和61年から実施している独り暮らし高齢者弁当
配布事業において、今日までの24年間の永きに亘
りお弁当作りなどの福祉事業に協力している。地域
においては町内６小・中学校で
あいさつ運動の推進をはじめと
する地域活動を積極的に実施し
ている。」として表彰されました。
これは偏に地道に活動してこら
れた諸先輩方の協力に対しいた
だいた賞です。今後も協力して
いただきますようお願いします。 

福岡県人権問題研究集会 
10月27日(水)  10：30～　サンレイクかすや 

　記念講演、分科会と盛りだくさんな一日でした。 

あいさつ運動
7：50～　各小中学校
独り暮らし高齢者お弁当作り
8：30～　サンレイクかすや

12月15日（水）

12月16日（木）

優勝チームです

加
し
ま
し
た
。
粕
屋
町
文
化
祭
へ
向

け
て
の
準
備
の
中
、
青
年
団
活
動
と

は
別
に
、Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
練
習

に
励
ん
だ
人
も
多
く
い
ま
し
た
。 

　

踊
り
子
と
し
て
参
加
し
た
団
員
は
、

青
年
団
活
動
と
は
ま
た
違
っ
た
充
実

感
を
得
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
た
団
員
た
ち
は
、

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
仲
間
の
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

一
層
地
域
と
の
交
流
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 
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糟屋地区ジュニア・リーダー交流会糟屋地区ジュニア・リーダー交流会

きずな

い

　10月16日・17日（１泊２日）に海の中道青
少年海の家で、糟屋地区１市３町のジュニア・
リーダー 40名が集い、他の地域の活動を知り、
また、親睦・絆を深めることで自分の地域での
活動のStep Upを図ることを目的とした「糟屋
地区ジュニア・リーダー交流会」が行われまし
た。 
　粕屋町からは14名のジュニア・リーダーが
参加し、同じ目的をもって活動している他市町
の仲間と親交を深め、各市町の活動発表に聞き
入っておりま
した。 
　この交流会
は、各市町か
ら２名のジュ
ニア・リーダ
ーで交流会企
画（実行）委員
会を組織し、

企画・運営を彼らの手で行いました。５月から
月１回のペースで企画委員会を開き、交流会当
日は実行委員長のもとそれぞれの班で協力し合
い、活動発表・テント設営・野外炊飯などの活
動を行いました。 
　ジュニア・リーダーとしての基本的な知識や
団体活動での協調性の大切さなど、この交流会
で体験したこと
を粕屋町のジュ
ニア・リーダー
が今後の活動に
活かしてくれる
ことを期待して
おります。 

粕屋町リーダー研修会の中で 
　３回行った今年のリーダー研修会に、各区よ
り多数の育成会長や子ども会指導者の方が参加
され、小学生や中学生と一緒になって活動され
ました。 
　その中で、指導者だけの意見交換会を開き、
それぞれの区の育成会・子ども会の現状や今後
の組織の在り方を発表していただきましたとこ
ろ、多くの区から子ども会の指導者不足が挙げ
られました。少ない人数で歓送迎会・クリスマ
ス会・地域行事・フットベースボール・ソフト
ボール大会などの子ども会・育成会の行事や活
動を行っていくことは、決まった人にかなりの
負担が集中します。また多くの区では育成会長
などの役員さんが１年で交代され、今までの行
事をこなし、無事に１年間を終わればと思って

おられる方が多いのではと思われます。 
　これでは子どもたちがリーダー研修会に参加
し、「子どもの手による子ども会」活動に意欲
を示しても実現されるのは厳しいのが現状であ
ります。 
　まずは、多くの地域の方 （々育成会役員ＯＢ
の方など）に協力・参加を呼びかけて、一人、
二人と子ども会・育成会活動の必要性を理解し、
積極的に参加・指導していただける方を増やし
てはどうでしょうか。 
　「区の子どもは区民で育てる」という目的・
意義からも、区長・公民館主事をはじめとする
地域の皆さまはもちろんのこと、粕屋町の将来
を担う子どもの育成のため行政の協力をお願い
いたします。また私たち子育連も積極的に協力
していきたいと思っております。 
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12月の行事予定 
1日(水)　郡老ク連 
　　「健康をすすめる運動」推進研修会 
　　春日クローバープラザ 10：30～ 
7日(火) 
　　老ク連定例理事会 
　　福祉センター 10：00 

10 

月 

の 

行 

事
 

■
定
例
理
事
会

　

10
月
５
日（
火
）
午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
郡
老
ク
連
暴
力
団
追
放
地
域
安

　
全
大
会

　

10
月
13
日（
水
）
午
後
０
時
20
分

古
賀
市
中
央
公
民
館

■
郡
老
ク
連
研
修
会

　

10
月
21
日（
木
）
午
前
８
時
30
分

志
免
町
民
セ
ン
タ
ー

■
粕
屋
町
老
ク
連
演
芸
大
会

　

10
月
29
日（
金
）
午
前
８
時
30
分

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
１
部　

午
前
９
時

　

粕
屋
町
高
齢
者
交
通
安
全
講
習

会
第
２
部　

午
前
９
時
30
分
開
始

　

第
19
回
演
芸
大
会

■
長
者
原
中
区
長
寿
双
葉
会
会
員

　
が
小
学
生
に「
昔
遊
び
」
を
指
導

　

10
月
26
日（
火
）
午
前
８
時
30
分

　

当
日
は
、
肌
寒
い
日
で
あ
り
ま

し
た
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
長
者
原

中
区
長
寿
双
葉
会
会
員
17
名
は
、

中
央
小
学
校
体
育
館
で
３
年
児
童

全
員
か
ら
、
感
謝
の
こ
と
ば
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
各
種
の
コ
マ

回
し
、
竹
ト
ン
ボ
、
お
手
玉
、
お

は
じ
き
、
折
り
紙
の
場
所
に
分
散

し
て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
、

す
べ
て
初
め
て
で
、
関
心
を
示
し

な
が
ら
も
、
む
ず
か
し
さ
に
戸
惑

っ
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
る
と
元

気
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
一
同
体
育
館
で
感
想

発
表
が
あ
り
、
あ
る
児
童
は
、「
難

し
か
っ
た
が
竹
ト
ン
ボ
が
飛
ん
で

嬉
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
会
長
よ
り
コ
マ
回
し

や
竹
ト
ン
ボ
の
遊
び
は
公
園
や
家

の
庭
を
利
用
し
、
道
路
で
は
絶
対

に
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
が
あ
り
ま

し
た
。
会
員
も
昔
を
偲
び
、
児
童

と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包

丁
、
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃

研
ぎ
を
下
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

統計調査にご協力ください 
製造事業所の皆さまへ

●問い合わせ 
　福岡県企画・地域振興部調査統計課　☎（643）3188 
　粕屋町地域振興課　☎（938）2311 内線 474 

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。 

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。 

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。 

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
日
時　

12
月
10
日（
金
） 

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時 

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

　

研
修
室
３
・
４（
粕
屋
町
役
場
の

前
） 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
 

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７
又
は 

　
　

０
９
０(

２
３
９
４) 

９
３
１
９ 

　

川
口
學
ま
で 

法
律
と
暮
ら
し
の
 

　
　
　
　
無
料
相
談
会
 

刃
物
研
ぎ
 

（
刃
物
を
生
き
返
ら
せ
ま
す
!!
） 

　国の指定統計調査である「平成22年工業統計調査」を12月31
日現在で行います。調査の実施に当たっては、本年12月から来
年1月にかけて調査員がお伺いします。 
　なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に
基づき秘密が厳守されますので、安心してご記入ください。ご協
力をよろしくお願いいたします。 

●
日
時　

12
月
14
日（
火
） 

●
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
前
11
時

30
分
ま
で 

●
場
所　

粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
車
庫
前 

　
（
粕
屋
町
駕
与
丁
3
丁
目
2
番
21
） 

●
料
金　

1
本
3
0
0
円
か
ら

5
0
0
円
程
度 

ま
た
、
仲
間
づ
く
り
の
手
芸
サ
ー
ク

ル
で
製
作
し
た
編
物
、
小
物
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
　（
社
）
粕
屋
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　

☎（
9
3
8
）
3
3
0
0 
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こ
た 

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、 

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で 

No.81 

経
営
な
ん
で
も
相
談
日
開
催 

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

●
日
時　

12
月
15
日（
水
） 

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会 

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か 

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
予

約
は
粕
屋
町
商
工
会
ま
で
。 

商
品
券
取
扱
加
盟
店
募
集 

　

商
品
券
の
利
用
拡
大
と
地
元
商

工
業
の
活
性
化
の
た
め「
商
品
券
取

扱
加
盟
店
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

●
一
般
加
盟
店
登
録 

　

粕
屋
町
商
工
会
員
が
条
件
で
す
。 

　

粕
屋
町
商
工
会
が
発
行
す
る
す 

　

べ
て
の
商
品
券
の
取
扱
い
が
可 

　

能
で
す
。 

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
加
盟
店
登
録 

　

粕
屋
町
商
工
会
員
で
な
い
方
も

　

可
能
で
す
。 

●
登
録
料　

３
千
円
。 

●
登
録
方
法　

取
扱
契
約
書
の
締

　

結
が
必
要
で
す
。 

●
詳
細
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
商
工
会 

 

　

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
み
み
ヨ
リ
コ
ー
ナ
ー
」と
し
て
会

員
事
業
所
か
ら
の
お
得
な
ク
ー
ポ

ン
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
会
員
事
業
所
で

あ
れ
ば
、
無
料
で
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
掲
載
で
き
ま
す

の
で
、
入
会
が
お
済
み
で
な
い
方

や
会
員
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
商
工

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.k
a
s
u
y
a
-

sh
o
ko
ka
i.o
r.jp
/

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
商
工
会

粕
屋
町
商
工
会
工
業
・
建
設
業
部
会 

地
域
貢
献
事
業（
住
宅
修
理
奉
仕
活
動
） 

の
お
知
ら
せ 

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
み
ヨ
リ
コ
ー
ナ
ー
」
の
お
得

な
ク
ー
ポ
ン
情
報
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

当
部
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま

へ
の
ご
愛
顧
に
応
え
る
と
と
も
に
、

ご
高
齢
の
方
々
が
い
き
い
き
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る「
心
豊
か
な
住

み
よ
い
町
」
を
目
指
し
、
昨
年
に

引
き
続
き
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に

住
宅
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
修
理
な
ど

を
手
間
賃
無
料
で
奉
仕
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
業
を
行
い
ま
す
。
別
紙

チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
上
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご

近
所
に
該
当
し
そ
う
な
お
宅
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
声
か
け
ご
紹
介

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
商
工
会 

 

水
道
メ
ー
タ
ー
器 

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ 

七
社
参
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ 

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。 

　

元
旦
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
な
が
ら 

町
内
の
お
宮
参
り
で
初
日
を
拝
み
、

一
年
を
す
が
す
が
し
く
ス
タ
ー
ト
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

●
日
時　

平
成
23
年
元
旦
（
土
） 

　

午
前
5
時
45
分 

●
集
合
場
所　

粕
屋
町
役
場
玄
関
前 

●
服
装　

体
操
服
、
運
動
靴
、
タ
オ 

　

ル 
●
そ
の
他　

参
加
自
由
、
お
さ
い
銭 

　

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

●
雨
天
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
役
場 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
4
4
0
（
長
）
ま
で 

新
春
駅
伝
大
会
に 

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
。 

　

第
23
回
新
春
駅
伝
大
会
を
駕
与
丁

公
園
で
開
催
し
ま
す
。 

　

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
お
友
達
や
ご
近

所
の
方
を
誘
っ
て
走
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。 

●
期
日　

平
成
23
年
1
月
30
日
（
日
） 

●
コ
ー
ス　

駕
与
丁
公
園
内 

●
参
加
資
格
（
男
女
自
由
） 

▽
小
学
生
の
部　

4
年
生
以
上 

▽
中
学
生
の
部　

中
学
生 

▽
一
般
の
部　

町
内
在
住
又
は
町
内

　

勤
務
者 

●
申
込
締
切　

平
成
23
年
1
月
20
日

　
（
木
） 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
役
場 

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
4
4
0
（
長
）
ま
で 

 

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町

が
委
託
し
た
下
記
指
定
工
事
業
者
に

て
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

12
月
は
、
甲
仲

原
区
、
駕
輿
丁
区

の
交
換
対
象
お
宅

の
メ
ー
タ
ー
器
を

交
換
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
委
託
業
者 

㈲
前
田
設
備
工
業 

　
　
　
　
　

☎(

６
２
１) 

９
９
２
８ 

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店 

　
　
　
　
　

☎(

９
３
８) 

４
５
７
６ 

㈱
倉
田 　
　
☎(

９
３
８) 

２
７
０
８ 

松
山
工
業
㈱ 

　
　
　
　
　

☎(

９
３
８) 

２
２
４
５ 

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

２
３
１
１ 

内
線
４
５
７
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。 
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～安全安心、まちづくり粕屋町～ 

粕 屋 町 安 全 速 報  

粕屋町協働のまちづくり課　☎ (938)2311　内線263・264 

年末の交通安全県民運動
実 施 期 間　　１２月１１日（土）～１２月３１日（金） 
重 点 項 目　　　◯　飲酒運転を撲滅しよう 
　　　　　　　   ◯　高齢者の交通事故を防止しよう 

　１０月１３日（水）に「暴力追放・地域安

全大会」が、古賀市の「リーパスプラザ」に

おいて開催されました。 

　大会には、船石正彦粕屋警察署長や１市

７町の首長のほか、防犯活動に取り組む地

域のボランティア団体、企業の社員の方々

など約８００人が参加されました。 

　南蔵院の林覚乗第２３世住職による「安

全・安心なまちづくり」の基調講演や警察

音楽隊及びカラーガード隊の街頭パレードがありました。 

　安全で安心して暮らせる地域社会を実現するためには、地域の人たちが「地域の安全は、 

自分たちで守る」という意識で防犯の輪を広げることがとても大事なことです。 

　年末は車の通行量も増加しますし、クリスマスや忘年会などで飲酒の機会も多く、生活環境

が何かとあわただしくなり 

　　　　　◯　金融機関やコンビニ、深夜スーパーなどを狙った強盗事件 

　　　　　◯　ひったくりや車上狙いなどの街頭犯罪及び空き巣などの侵入窃盗 

など各種の事件や事故が多発するおそれがあります。 

　私たち一人一人が事件や事故にあわないようにするのはもちろんのこと、地域の方たちが、

新年を健やかに迎えられるように警察をはじめ、ボランティア団体の方々と共に安全で安心し

て過ごせる地域になるように取り組んでいきましょう。 
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本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
手

入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
20
年
中
に
お
け
る
ス
ト
ー
ブ

が
原
因
に
よ
る
建
物
火
災
は
、
全
国

で
１
，
６
６
４
件
発
生
し
、
主
な
出

火
原
因
は
、「
可
燃
物
の
接
触
。
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
、
そ

れ
が
落
下
し
た
」「
引
火
・
ふ
く
射
・

使
用
方
法
の
誤
り
」
な
ど
、
取
り
扱

い
や
管
理
上
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寒
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、

特
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

― 

石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト 

―
 

●使用にあたっての注意事項
　・ ストーブの近くに紙や衣類など燃えやすいものを置かないこと。
　・ ストーブの上方に洗濯物などを干さないこと。
　・ ストーブの近くでヘアスプレーなど引火の危険性の
　　あるものを使用しないこと。
　・ カーテンや布団などがストーブに接触しないように、
　　離して使用すること。
　・ 不完全燃焼による一酸化炭素中毒を防ぐため、定期
　　的に部屋の換気を行うこと。　
●使用方法
　・ 石油ストーブに灯油を給油するときは、火を消してから行うこと。
　・ カートリッジタンク式のものは、給油後、タンクのふたを確実
　　に締め、その場で逆さにして漏れのないことを確認すること。　
●点火及び消火の確認
　・ 点火後は、炎の調節を行い、正常に燃焼していることを確認すること。
　・ 就寝時、外出時には、必ず完全に消火していることを確認すること。　
●点検及び整備
　・ 暖房シーズンの前後には、十分な点検整備を行うこと。　
●灯油の保管
　・ 灯油の保管には、「推奨」ラベルや「認定証」が貼付された容器を使用するとともに、
　　必ず栓をしっかり締めて密閉すること。
　・ 保管場所は火気を使う場所から遠ざけるとともに、直射日光を避けた冷暗所とすること。
　・ 灯油用ポリエチレン缶は、５年を目安にお取り替えいただくのが安全です。

平
成
22
年
度 

第
３
回 

『
危
険
物
取
扱
者
試
験
』 

の
お
知
ら
せ 

　

危
険
物
取
扱
者
は
、
一
定
量
以
上

の
危
険
物
を
貯
蔵
し
又
は
取
扱
う
工

場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
石
油
貯

蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
な
ど

の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う
た
め
に

必
要
な
資
格
で
す
。 

免
状
取
得
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
。 

●
願
書
等
配
置　

12
月
８
日
ご
ろ 

●
願
書
受
付
開
始　

12
月
15
日（
水
） 

●
願
書
締
切
日　

平
成
23
年
１
月
11

日（
火
） 

●
試
験
の
種
類　

全
種
類 

●
試
験
日　

平
成
23
年
２
月
27
日（
日
） 

※

試
験
に
伴
う
準
備
講
習
会
を
平
成

23
年
２
月
５
日（
土
）
に
予
定
し
て

い
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
南
部
消
防
本

部
予
防
課
危
険
物
係 

　

☎（
９
３
５
）
６
３
８
９（
直
通
） 

粕
屋
南
部
消
防
組
合 

消
防
職
員
募
集 

　
　
　
　
　
（
臨
時
採
用
試
験
） 

●
募
集
職
種　

消
防
吏
員

●
職
務　

消
火
、
救
助
、
救
急
活
動

並
び
に
火
災
予
防
な
ど
の
消
防
行

政
に
関
す
る
職
務
全
般

●
採
用
予
定
人
員　

１
名
程
度

●
受
付
期
間　

12
月
１
日（
水
）
か
ら

12
月
22
日（
水
）
ま
で

●
受
験
資
格

▽
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

（
平
成
23
年
３
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
）

※

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
及
び
地

方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
試
験
日　

平
成
23
年
１
月
23
日（
日
）

●
試
験
会
場　

粕
屋
町
大
字
上
大
隈

55
ー
１（
中
部
消
防
署
）

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
南
部
消
防
組

合
消
防
本
部
総
務
課（
〒
８
１
１

ー
２
２
０
４　

志
免
町
大
字
田
富

１
７
０
）　

☎（
９
３
５
）５
１
１
１

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.ka
s
u
ya
n
a
n
b
u
-

sh
o
b
o
.jp

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
た
か
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
た
か
。

〜
家
庭
内
で
の
火
災
を
警
報
ブ
ザ
ー

　
　

  

や
音
声
な
ど
で
知
ら
せ
ま
す
〜

〜
家
庭
内
で
の
火
災
を
警
報
ブ
ザ
ー

　
　

  

や
音
声
な
ど
で
知
ら
せ
ま
す
〜

救
　
急
　
車

本
当
に
必
要
で
す
か
。

救
　
急
　
車

本
当
に
必
要
で
す
か
。

〜
救
急
車
の
適
正
利
用
に

　
　
　
　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
〜

〜
救
急
車
の
適
正
利
用
に

　
　
　
　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
〜

暖房器具の 
まわりは、 
つねに 
整理整頓を 
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ひ
な
た 

ぬ
く 

す
ず
の
ね 

   　

 

お
さ
な
ご 

〔
俳
句
〕
 

菜
の
手
入
れ
メ
ガ
ネ
に
シ
ャ
ツ
に
汗

の
地
図
　
　
　
　
　
　  

安
松
　
　
毅
 

間
引
菜
に
塩
し
な
や
か
に
振
り
に
け

り　
　
　
　
　
　
　
　

 

伊
東
千
鶴
子
 

午
後
の
陽
の
白
壁
に
沁
み
赤
と
ん
ぼ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代
 

机
上
に
手
折
り
帰
り
し
秋
を
お
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子
 

曼
珠
沙
華
日
向
も
陰
も
古
戦
場 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

城
戸
　
康
碩
 

前
掛
に
貰
う
夕
暮
れ
青
み
か
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子
 

岩
清
水
手
に
受
け
て
飲
む
地
蔵
堂 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄
 

野
良
猫
と
に
ら
め
っ
こ
す
る
萩
の
陰 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
豊
子
 

水
ひ
た
す
種
の
ふ
く
ら
み
鰯
雲 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
抖
し
子

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
若
さ
が
光
る
鰯
雲 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
末
　
千
鶴
 

コ
ス
モ
ス
や
電
車
ご
っ
こ
の
声
弾
み 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
孝
子
 

人
目
ひ
く
今
風
案
山
子
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー　
　
　
　
　

 

松
永
ク
ニ
子
 

幼
な
子
に
手
を
ひ
か
れ
ゆ
く
良
夜
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
幸
 

逆
上
り
や
っ
と
出
来
た
子
鰯
雲 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子
 

宝
満
山
の
山
裾
広
げ
初
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝
 

七
夕
や
白
寿
の
母
の
願
い
ご
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

頰
杖
に
深
き
秋
思
の
き
ず
の
あ
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
喜
久
代
 

秋
惜
む
今
日
は
無
口
の
旅
帰
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
四
男
吉
 

友
来
る
秋
の
夜
長
に
温
め
酒 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
河
内
ヒ
サ
ノ

垣
根
越
し
月
夜
に
浮
ぶ
酔
芙
蓉　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

新
涼
や
赤
白
帽
の
塀
の
中 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
み
ち
こ
 

空
澄
み
て
絵
筆
取
り
た
や
駕
与
丁 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
富
子
 

追
憶
に
ひ
と
夜
眠
れ
ぬ
曼
珠
沙
華 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
悦
子
 

庭
石
に
寄
り
そ
い
咲
く
や
石
蕗
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子
 

留
守
番
の
猫
が
す
り
よ
る
秋
の
夜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

コ
ス
モ
ス
と
戯
れ
遊
ぶ
声
高
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
照
子
 

木
の
実
降
る
露
地
に
憇
え
る
老
夫
婦 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
た
つ
や
 

乳
飲
子
の
泣
く
声
高
し
秋
日
和 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
子
 

平
凡
に
生
き
て
を
る
な
り
十
二
月 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
ミ
ヨ
コ
 

〔
川
柳
〕
 

あ
の
頃
の
遊
び
花
咲
く
ク
ラ
ス
会　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
坂
名
　
弘
道
 

駅
裏
に
男
の
涙
落
ち
て
い
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
林
　
藤
夫
 

煩
悩
を
流
す
白
衣
の
水
の
行 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
千
代
子
 

涙
腺
の
脆
い
男
を
も
う
赦
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子
 

開
店
記
念
一
０
０
名
様
の
列
に
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子
 

土
壇
場
で
エ
ー
ス
完
封
涙
声 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き
 

あ
の
時
の
熱
い
涙
は
も
う
出
な
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
さ
だ
き
 

水
洗
の
ト
イ
レ
に
泳
ぐ
万
歩
計　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

八
尋
よ
し
恵
 

 

脇
役
を
通
し
て
流
す
父
の
汗 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
杢
ふ
さ
の
 

温
泉
の
川
面
に
涙
捨
て
に
来
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛
 

古
日
記
二
十
歳
の
時
の
涙
跡 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
本
　
章
志
 

余
り
に
も
深
い
悲
し
み
涙
出
ず  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子
 

姉
妹
四
人
記
念
写
真
は
セ
ピ
ア
色 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か
 

三
十
路
す
ぎ
今
日
は
娘
の
婚
約
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら
 

鍛
錬
に
耐
え
た
身
体
に
あ
る
自
信 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
大
恵
 

シ
ン
プ
ル
な
暮
ら
し
で
自
信
引
き
寄

せ
る　
　
　
　
　
　
　

 

安
武
　
秀
月
 

ゴ
ー
ル
ま
で
も
う
振
り
返
る
こ
と
は

な
い　
　
　
　
　
　
　

  

長
﨑
　
榮
市
 

も
う
師
走
彼
れ
よ
是
れ
よ
で
過
ぎ
て

行
く　
　
　
　
　
　
　

  

城
戸
　
紀
一
 

〔
短
歌
〕
 

そ
り
の
音
鈴
音
ひ
び
く
ク
リ
ス
マ
ス 

雲
は
チ
ラ
チ
ラ
夕
暮
淋
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子
 

木
犀
の
香
り
爽
や
ぐ
高
き
空 

若
杉
の
背
も
幼
女
に
見
え 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
勝
 

い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
て
四
十
五
年
今
は

た
だ
夫
婦
二
人
の
夕
餉
な
り
け
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
百
合
子
 

粕
屋
町
後
期
基
本
計
画
 

（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
 

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

　

粕
屋
町
で
は
、
第
４
次
粕
屋
町

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画（
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
も
の
）
の
策
定
に
あ
た
り
、

審
議
会
な
ど
を
通
し
て
検
討
を
重

ね
、
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
次
の
と
お
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま

す
。

●
意
見
募
集
期
間　

11
月
17
日（
水
）

か
ら
12
月
16
日（
木
）
ま
で

●
縦
覧
要
領　

粕
屋
町
役
場
経
営

政
策
課
・
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
・

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
縦
覧
場
所

を
設
置
し
、
公
開
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
粕
屋
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

電
子
メ
ー
ル
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
・
窓
口
持
参

の
い
ず
れ
か

●
そ
の
他　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
、
今
後
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

ご
意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
の
住

所
・
氏
名
な
ど
は
公
表
い
た
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
意
見
な
ど

に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い
た

し
か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
役
場
経
営
政
策
課

　
（
〒
８
１
１
ー
２
３
９
２　

粕
屋

町
駕
与
丁
一
丁
目
１
番
１
号
）

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
２
３
３
・
２
３
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０

E
-m
a
il: b
o
syu
@
to
w
n
.ka
su

ya
.fu
ku
o
ka
.jp
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御

　

礼

 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名 

寄　

贈　

主 

亡
く
な
ら
れ
た
方 

居

住

地
 

年
齢 

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。 

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

長
者
原
下
区 

長
者
原
下
区
福
寿
会 

長
者
原
下

澁
田　

信
重 

澁
田
ユ
キ
子 

94 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

大
隈
区 

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ 

大　
　

隈

田
代　

寛
治 

田
代
フ
ジ
エ 

97 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

原
町
区 

原
町
区
老
人
ク
ラ
ブ 

原　
　

町

豊
原　

秀
代 

豊
原　

芳
廣 

81 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

原
町
区 

原　
　

町 

石
橋　

静
香 

石
橋　

幹
之 

66 

10
月
１
日
〜
10
月
31
日
（
敬
称
略
） 

休日急患診療実施診療所一覧 
■年末年始の休日急患診療を、下記のように 
　実施しますのでお知らせします。 
※診療時間はいずれも午前9時～午後5時です。 

※休日在宅当番医が変更になる場合もあります。 
　事前に病院などへ確認してください。 

(内科・小児科は、内科のみ・小児科のみとなる場合があります。) 

12/30  (木) 

12/31  (金) 

 1/1   (土) 

 1/2   (日) 

 1/3   (月) 

町 名 

宇美町 

粕屋町 

篠栗町 

粕屋町 

志免町 

町 名 

久山町 

病院名 

久恒病院 

片井整形外科病院 

篠栗病院 

福岡青洲会病院 

合屋クリニック 

病院名 

電話番号 

932-0133 

938-4860 

947-0711 

939-0010 

936-5839 

電話番号 

652-3119 

〈外　科〉 

〈内科・小児科・歯科〉 

12/30  (木) 

  1/ 3    (月) 

～
 粕屋中南部休日 
診療所 

●出生届・死亡届などは、休み中でも受け付けます。 
●当番医は、粕屋南部消防本部（☎935－5111）へ 
　お尋ねください。 
●ごみ・し尿などは16ぺージの「環境ア・ラ・カルト」 
　をご覧ください。 

町の業務の年末年始休み 
が休みです。 

30 
(木) 

31 
(金) 

29 
(水) 

28 
(火) 

27 
(月) 

　 
１ 
／ 
１ 

(土) 
２ 
(日) 

３ 
(月) 

４ 
(火) 

22　年 

前年対比 

43 

－8 

　0 

±0 

52 

－24 

380 

－24 

　0 

±0 

487 

－49 

9月末現在 町内の交通事故発生状況 

発生 

発生件数 

9月中 9月中 9月中 

負傷者数 死者数 区分 

1 2 月 の 税 金 

町の人口 

21年 

22年 

20年 

人　口 男 女 世帯数 

10月末現在 

41,868 

40,811 

20,786 

20,338 

21,082 

20,473 

16,710 

42,580 21,095 21,485 17,037 

16,272 

国民健康保険税　第８期 

納め忘れていませんか 

固定資産税　　　第３期 

国民健康保険税　第７期 

11月の 
税　金 

役 　 　 　 　 場 

健 康 セ ン タ ー 

福 祉 セ ン タ ー 

生涯学習センター 

総 合 体 育 館 

図書館・歴史資料館 

福
岡
地
区
　
県
・
市
・
町
 

合
同
公
売
会
の
お
知
ら
せ
 

　

 

福
岡
県
と
福
岡
地
区
の
市
・
町
は
、

地
方
税
の
滞
納
処
分
の
た
め
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
12
日(

日)

▽
開
場　

午
前
10
時

▽
入
札　

①
午
前
11
時　

②
正
午　

③
午
後
１
時　

④
午
後
２
時

　
（
い
ず
れ
も
予
定
で
、
変
更
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

●
場
所　

福
岡
市
役
所
15
階 

（
福
岡

市
中
央
区
天
神
１
ー
８
ー
１
）

●
内
容

▽
出
品
物　

家
具
、
家
電
品
、
美
術
品
、

　

時
計
、
宝
飾
品
な
ど

▽
公
売
方
法　

入
札（
当
日
）

▽
必
要
な
も
の　

買
受
代
金
、
身
分

証
明
書
、
印
鑑

※

出
品
物
の
詳
し
い
内
容
や
注
意
点

は
福
岡
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.fu
ku
o
ka
.

　

lg
.jp
/f0
4
/fu
ku
o
ka
c
h
iku

－

g
o
u
d
o
u
.h
tm
l

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
総
務
部
税

務
課　

☎（
６
４
３
）
３
０
４
９

　

又
は
、
粕
屋
町
収
納
課
管
理
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

内
線
４

２
６
・
４
２
７
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

12月の行事予定表12月の行事予定表

がん総合検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします 

子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 季節の製作（お正月） 

1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成21年5月生まれの児 

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成19年11月生まれの児 

人権を尊重する町民のつどい 13:30～　　　 サンレイクかすや  

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備） 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成22年2月生まれの児 

がん総合検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします 

婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします 

婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします 

婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします 

婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします 

子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

園庭開放 10:00～11:00 西保育所 作ってあそぼう 

パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について 

4か月児健診 13:40～14:10 健康センター 平成22年8月生まれの児 

健康相談 9:00～12:00 健康センター  

ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます） 

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成20年8月生まれの児 

子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

大川保育所子育て支援 10:00～11:00 戸原区公民館 問い合わせ ☎939-3109 

4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成22年8月生まれの児 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

消防団　消防出初式 9:00～　　　 粕屋中央小学校  

成人式 11:30～　　　 サンレイクかすや 10:30 ～受付開始 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子体操 

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成22年3月生まれの児 
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24　(金) 

１月上旬の行事予定表１月上旬の行事予定表

※BCG・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱ 
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